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　今年で88歳になりますが、昨
年、中高年者のスポーツ活動を顕
彰する「日本スポーツグランプ
リ」という名誉ある賞を頂いた。
受賞の背景には、現役で活動して
いる、活動に評価できる実績があ
る、そして地域との関わりに対す
る賞で、私にとってこの受賞は一
生の宝物です。
　この賞を受賞出来たのは、毎年
開催しているマスターズ陸上競
技の65歳クラスで、100ｍを12秒
92で日本記録を樹立。専門は100
ｍ、200ｍ、そして走り幅跳びの
三種目。この三種目全て優勝（三
冠王）する機会が、過去に三回あ
りました。そして、昨年奈良で行
われた国際ゴールドマスターズ大
会では、走り幅跳びで優勝しまし
た。
　また、今年で設立15年になる
「ＮＰＯ法人ならスポーツクラ
ブ」で活動をさせていただいて
おり、陸上競技を中心に、障がい
者のスイミング、少年の剣道など
四種目の競技を統括。私は陸上競
技を中心として現在約70名の仲間
と活動している。競技だけではな
く、奈良マラソンなど、スポーツ
ボランティア活動にも積極的に参
加している。
　この奈良マラソンは、ならス
ポーツクラブが、スポーツを通し
て世界にアピールできることがな
いだろうかと仲間と企画をし、
県に何度も足を運び、取り上げて
いただいた。その他にも、2010年

から「50メートルダッシュ王選手
権」を毎年開催。現在では千人の
大会となっており、全国からも評
価される大会に育ってきた。そし
て、ラジオ体操の普及活動も行っ
ており、先日も田原本町でＮＨＫ
ラジオ生放送をやらせていただい
た。これらの活動や実績を評価し
ていただき、スポーツグランプリ
賞を頂き喜んでおります。

スポーツに関わるきっかけ
　スポーツに関わることのなっ
たきっかけとなったのは、昭和
22年、中学時代から野球、ハン
ドボール、そして陸上競技も並行
してやっていた。ハンドボールで
は全国大会出場経験もある。大学

からは陸上競技に専念。様々なス
ポーツ経験を積むことが、今の自
分を作り上げられたのだと感じて
いる。
　昭和30年、子供のころから憧れ
だった教員として、奈良市立済美
小学校に赴任。その後、20年間、
奈良市立三笠中学校、奈良市立一
条高等学校で教育現場を経験し、
県の教育委員会では、何とか地域
スポーツを振興させようと取り組
み始めた。

替玉事件
　奈良市立済美小学校に赴任をし
た一年目の正月に、火災で小学校
が全焼した。当時、国体のスキー
選手として奈良県の代表に決まっ

人生もトラックも快走
ＮＰＯ法人ならスポーツクラブの北良夫氏

　火曜午餐会・９月第１例会は３日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に特定非営
利活動法人ならスポーツクラブ理事長の北良夫氏を招き「人生もトラックも快走」をテーマに
語って頂いた。北氏は自身の信条について「歳をとるのは仕方がない、しかし年寄りには見られ
たくない、言われたくない、いつまでも若々しくいたいからスポーツを続けよう。そして、人生
の結びはＰＰＫ」と語った。講演要旨は次の通り。
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ていたが、この火災の為、出場を
辞退した。しかし新聞に「折れた
スキーで完走・敢闘の北選手に絶
賛」という記事が出て驚いた。そ
して替玉事件だと取り扱われ、勤
労者の全国大会の予選で、好成績
で優勝をしたが、出場を止められ
た。
　納得がいかず悲しんでいたとこ
ろ、当時、奈良市体育協会の堀雄
一会長や、奈良県体育協会会長、
日本陸上競技連盟副会長で、県会
議長の藤枝昭英氏、そして、東京
都知事、日本体育協会会長もされ
ていた東龍太郎氏から激励を頂い
た。この大先輩方は非常に陸上競
技に対して情熱を持っておられ、
スポーツを極めた方々。事件に巻
き込まれたが、大先輩方に出会う
機会に巡り合えたことを誇りにし
てきました。
　そして東氏著書の「スポーツと

　陀羅尼助は、役行者様が作った
日本で最古の薬だといわれてい
る。元々は、お寺で施薬を行われ
ていて、薬とお寺は所縁が深い。
　厳しい自然の中での山岳修行で
は、常に怪我や病気がつきもの。
その対処に薬草の知識は不可欠
だった。薬の知識は、山で修行す
る者から深まり、そして一般の方
にも広まったのがこの陀羅尼助で
す。

共に」には、スポーツは単なる遊
びではなく、闘争でもない、閑人
の時間つぶしや人を喜ばせる興
行物でもない、『スポーツは人を
つくる』、これが信条である。ス
ポーツは社会生活を営むための基
本であって、スポーツをする人を
増やすことで社会は良くなる。そ
して人づくりに繋がる、とある。
とても心に響き、非常に勉強にな
りました。
　
健康づくりのためのスポーツ
　千葉大学の多胡教授が書かれた
頭の体操の本に「50、60は鼻たれ
小僧、70、80花盛り」とある。
これからの人生は100の時代が来
る、健康で長生きする努力をしな
ければいけない。第二の人生をこ
こに焦点を置いて、特に健康を大
事にしなければいけない、と教え

陀羅尼助の由来
　「陀羅尼」はインドの昔の言葉
「梵語」で、仏さまにお唱えする
供養の真言のこと。
　陀羅尼助の由来には諸説ある。
その一つ、修行中、「陀羅尼」を
何千遍何万遍唱える。唱えていれ
ば眠くなってしまう。お坊さん
は、常に陀羅尼助を袂に入れてお
り、陀羅尼助を口に含むと、苦く
て目が覚める。ここからこの名前
が付いた。俗説ではあるが、広辞

られた。
　長野県高森町では「ＰＰＫ（ピ
ンピンコロリ）運動」の取り組み
をされ、寝たきりや痴呆になる方
が非常に少なくなった。人生が直
角で終わる、ダラダラと生きず、
ということ。
　改めて第２の人生を生きるため
に、マスターズ陸上競技に参加す
る気持ちになり続けてきた。
　生理学の中に「使わない筋肉は�
衰える、使い過ぎると壊れる、適�
度に使えば強くなる」という『ルー�
の法則』がある。運動によって�
蘇らすことが大事なことです。
　私は『歳をとるのは仕方がな
い、しかし年寄りには見られたく
ない、言われたくない、いつまで
も若々しくいたいからスポーツを
続けよう。そして、人生の結びは
ＰＰＫ』というのが信条です。

苑にも書いてある。
　當麻寺では、薬草を煮詰めて炊
く際に、陀羅尼を唱えて作るので
「陀羅尼助」だと伝わっている。
これは宗教的な意味合いで、陀羅
尼の功徳を薬に込めるというこ
と。これが1300年間受け継がれて
いた。
　寺内には、役行者様が作った
という釜、水を清められた井戸
が残っている。一番水が澄んで
いる大寒の時期に井戸から水を汲
み、薬草を炊き、一年分の陀羅尼

心身への施薬
～役行者の『陀羅尼助』と中将姫の『中将湯』～

當麻寺中之坊院主の松村師
　火曜午餐会・９月第２例会は17日12時15分から当部５階大会議室で開催した。講師に當麻寺中
之坊院主の松村實昭師を招き「心身への施薬～役行者の『陀羅尼助』と中将姫の『中将湯』～」
をテーマに語って頂いた。松村師は陀羅尼助について「陀羅尼を唱え、薬に功徳を込める。陀羅
尼助が1300年残っているということは、薬効の成分が身体にも、精神的にも効くとの思いが心に
も効いている」と語った。講演要旨は次の通り。


